
　経営学部ならͼに大学院ࡍࠃ社会Պ学研究院ɾ経営学ઐ߈の新入生のみなさん、ご入学おめでとう
ございます。経営学会会員一ಉ、心より歓迎いたします。
しݧを経ࠔによって、大きなڹછの֦大とͦのӨײίϩφΠϧεܕ在、ੈքதの大学が新ݱ　
ています。みなさんも、これからの大学生活にରして「こんなはͣではなかった」、と大きなෆ҆を
๊えているかもしれまͤん。やΉをಘͣ、本学もΦϯϥΠϯのत業もしらくはซ用していくことに
なりますので、ෆ便を͡ײることもあるかと思います。本学では、教৬員が一ؙとなって、みなさん
のෆ҆をできるݶりݮらし、希望をえたいとܙをߜっています。
　ͦれでは、このঢ়گ下でみなさんが学生として大学でできること、すきこととはԿでしΐうか。
　αʔΫϧ活動でしΐうか。ΞϧόΠτでしΐうか。もちΖん、ͦ れらを൱定するつもりはありまͤん。
๛かな生活を送るためには、ඞ要なことでもあります。ただし、大学ɾ大学院に入学したҎ上、卒業ɾ
修ྃするまでにͥͻ「研究力」をにけてください。研究力をഓえ、自で՝を設定し、ௐࠪ
し、論ཧ的に՝をղくことができるようになります。
　大学とߍߴでは、大きなҧいがあります。ͦれは、大学は教ҭ機ؔであるとともに、ߴ࠷学であ
り、研究機ؔであるということです。なお、大学の教員だけが、研究をするΘけではありまͤん。み
なさんもまた、研究することをٻめられているのです。
　研究とはԿをすることでしΐうか。勉ڧと研究は、Կがҧうのでしΐうか。
　これについては、大学の教員間でも、ҙݟがଟগҟなるかもしれまͤん。しかしながら、ޡղをڪ
れͣにݴえ、勉ڧはطଘのࣝをਖ਼֬にٵऩすることで、研究は新しいࣝをることです。新し
いࣝをるといっても、全なແ（Ϝ）から新حなものを生みग़すΘけではありまͤん。ैདྷのط
ଘࣝを新しく組み߹Θͤたり、طଘࣝではղけない՝を発ݟしたり、ͦれをղくことが、研究
の本࣭だとࢲはߟえています。ですから、勉ڧは、研究のૅとなるというҙຯでとてもॏ要です。大
学に入学するલにしていたのは、ج本的には勉ڧです。大学に入ってからも勉ڧはଓきますが、ͦの
勉ڧは大学での研究にܨがるのだというҙࣝを持ってください。なお、大学院生のみなさんには、大
学でのͦれよりもはるかにߴいϨϕϧを要ٻされるという、֮ޛを持っていただきたいと思います。
　大学ɾ大学院では、त業や演शを௨͡て、定説となったものから࠷新のものまで、研究の༰を学
Ϳことができます。ಛに、経営学会では、研究に役立つใを発৴し、教員と学生の研究成果を様々
なܗで発表しています。具体的には、『経営学会χϡʔε』では、教員や学生のみなさんの大学での
活動をհします。『横浜経営研究』には、教員の論文、つまり研究成果が発表されます。みなさん
の研究成果（卒業論文ɾ修士論文）にରしては、ಛに優れたものに「経営学会賞」をत༩しています。
の人生を࣮りあるものにするॿけになޙࠓ。ঢ়にෆ҆を๊いている人こͦ、研究力をຏきましΐうݱ
るはͣです。みなさんがॆ࣮した学生生活を送ることを、切に願っています。

大学で研究するということ
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